
おうちの人
ひと

とあそびながら学
まな

ぼう 

スクールカウンセラー：倉田義大 

① あとだし負
ま

けじゃんけん （2人でやるあそび） 

 ・あそびかたは「あとだしじゃんけん」と同
おな

じですが、あとにだすひとはわざと負
ま

ける手
て

をだします。 

・さきにだした人
ひと

がパーならグー、チョキならパー、グーならチョキをだします。 

・さいしょはゆっくりとやってみましょう。なれてきたら、スピードをあげてやってみるとおもしろい 

です。 

 ・あとにだす人
ひと

、さきにだす人
ひと

はかわりばんこで、なかよくやりましょう。 

  

※ もし、後に出す人が負けるのが難しくてなかなか手が出せないようであれば、最初は通常の後出しじゃ

んけんから始めて、その次に、後出しするひとは「あいこ」になるように練習してみましょう。あいこ

までできるようになったら、負けることを意識してさせてみます。 

※ このエクササイズは、わざと負けることで「じゃんけんは勝つ人が有利」という認知を歪める作業にな

ります。認知を歪める作業は、脳の活性化につながります。大人もやってみると頭の回転が速くなりま

す。寝起きにやってみると目が覚めやすいです。 

 

② ジェスチャーゲーム （２人
ふ た り

～6人
にん

でやるあそび） 

 ・まずは、みんなでいっしょに、「たのしかったおもいで」をおもいだします。おもいだしても、声
こえ

に 

はだしません。 

 ・じゃんけんをして、みぶりてぶりでおもいでをひょうげんする人のじゅんばんをきめます。 

 ・みぶりてぶりでひょうげんする人は、たのしそうなかおで、おおげさにやって、あいてにわかりやす 

いようにやってみましょう。 

 ・わかった人
ひと

は、手
て

をあげて、みぶりてぶりでひょうげんしてくれた人
ひと

にありがとうのきもちをこめて 

こたえてあげましょう。まちがえてもいいですよ。どんどん手
て

をあげて、こたえてあげましょう。 

 ・できるだけ、当
あ

ててもらえるまで、みぶりてぶりをつづけましょう。見
み

せてもらっている人
ひと

は、当
あ

て 

られるようにいっしょうけんめい見
み

てあげましょう。 

 ・ぜんいんがおわったら、どうだったか感想
かんそう

を言
い

い合
あ

いましょう。 

 

※ このエクササイズで、身体を使う、相手から注目される、相手に分かってもらえる喜び、自己肯定感を

得るきっかけになる等、多くのことを学ぶことができます。 

※ 当ててもらえなかったという思いは残さないようにしましょう。 

 

 

 

 



 

③ 共通
きょうつう

点探
てんさが

しゲーム （2
ふ

人
たり

～4人
にん

でやるあそび。2
ふ

人
たり

1
ひと

組
くみ

ずつ分
わ

かれてやってもよいです） 

 ・あいての人
ひと

とじぶんがおなじだとおもっていることをさがします。 

 ・おなじことを１つみつけたら、それは「1こ」とかぞえます。 

 ・おなじことはすきなことだけではなく、にがてなことでもいいです。 

 ・おなじことさがしは、2ふん～3ふんていどで、じかんをきめてやります。 

 ・できるだけ多
おお

くのおなじだとおもっていることをさがせるように、がんばりましょう。 

 ・ひとりの人
ひと

だけがたくさん言
い

うのではなく、みんながおなじくらい言
い

うようにしましょう。 

 ・ほかの組
くみ

もいたら、その組
くみ

に負
ま

けないように、より多
おお

くのおなじことをみつけられるように、競争
きょうそう

 

してみましょう。 

 

※ 共通点が多くあると分かると、人はみな「この人、ちょっといい人かも･･･。」と思う心理状態に近づき

ます。 

※ 人は無意識に、他人との違いを探してしまう部分があります。意識して共通点探しをすることは、仲間

意識、家族の絆を深めるきっかけになります。 

 

④ トラストフォール （2
ふ

人
たり

～6人
にん

でやるあそび） 

 ・まえ、うしろに並
なら

びます。 

 ・まえの人
ひと

がゆっくりうしろにたおれ、うしろの人
ひと

がまえの人
ひと

をささえます。 

 ・2
に

～ 3
さん

かいやって、おわったらかわりばんこしましょう。 

 

※ このエクササイズをすると、「支えてもらえた」という安心感や、信頼感を体験することができます。 

※ お子さんが大人を支える時は、お子さん１人では大人を支えきれないかもしれないので、1対１なら座

るか、大人 1人に対して 2～4人のお子さんで立ったままその大人を支えるのがよいでしょう。 
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